
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 放射性材料を含む池に設ける方向決め可能な照明装置であって、池の縁（５）に固定さ
れ得る固定構造（１４）と、
　光透過性の基底部を有する流体密の浮動箱（２）と、
　該基底部を通して光線を照射するために前記浮動箱（２）内に配設する投光器（９）と
、
　その第一の端部（３Ａ）が旋回ロッド（１１）を中心に旋回可能に垂直柱（１９）に取
り付けられると共に該垂直柱（１９）に沿って垂直方向に移動可能に取り付けられ、その
第二の端部（３Ｂ）が前記浮動箱（２）に固定された浮動アーム（３）とを有する照明装
置において、
　前記旋回ロッド（１１）が前記固定構造（１４）を介して池の縁（５）に固定された支
持部（１３）と一体構造に形成され、前記浮動アーム（３）、浮動箱（２）、投光器（９
）、垂直柱（１９）及 により構成された組立体が、前記旋回ロッド（１
１）の回転軸線（４）を中心に旋回可能に取り付けられ、前記組立体が角平衡位置から旋
回移動したとき、該組立体を該平衡位置に復帰させるための復帰手段を備えたことを特徴
とする方向決め可能な照明装置。
【請求項２】

、前記旋回ロッド（１１）の周りに配設した捩じりばね（１７）から成り
、該捩じりばね（１７）が、垂直な前記回転軸線（４）を中心に前記浮動アーム（３）を
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び支持板（１２）

前記復帰手段が



回転させるように前記捩じりばね（１７）の第一の端部（１７Ａ）を介して方向決め可能
な支持体（６）に固定されると共に、前記捩じりばね（１７）の第二の端部（１７Ｂ）を
介して前記支持板（１２）に接続固定されることを特徴とする請求項１に記載の方向決め
可能な照明装置。
【請求項３】
 前記旋回ロッド（１１）を中心に旋回可能に取り付けられた前記方向決め可能な支持体
（６）が、前記旋回ロッド（１１）に対する角位置を係止するための手段を有することを
特徴とする請求項２に記載の方向決め可能な照明装置。
【請求項４】
 前記係止手段が、方向決め可能な 支持体（６）に設けた湾曲した溝（１５）と、前
記旋回ロッド（１１）に対して位置が固定されて該溝（１５）を貫通するねじ山付きロッ
ド（１６）と、前記方向決め可能な支持体（６）と、 アーム（３）、浮動箱（２
）及び投光器（９）から構成される 組立体とを、 旋回ロッド（１１）に対して所
与の角位置に係止するために、前記ねじ山付きロッド（１６）上に螺合される係止ナット
（８）とから成ることを特徴とする請求項３に記載の方向決め可能な照明装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、放射性材料を含有する池の照明に関し、特に、瞬間的に揺動退避した後当初の
位置に復帰可能な照明位置調節装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
フランス国特許公開第２５９９４７０号として公開されたフランス国特許出願は、放射性
材料を含有する池用の方向決め可能な照明装置を開示している。核燃料の装填及び取り出
し作業に際し、原子炉の炉心の下部板及びその燃料組立体の観察には、高度に集束された
均一な光線を必要とする。従って、これらの作業は、遠隔操作により方向を制御して炉心
の下部板の全表面を照明可能な、３本の高度に集束された均一な光線を使用して、水面下
１６メートルの位置で行われる。この３本の光線は、上述した文献に記載された３台の照
明装置により生成することができる。
【０００３】
従って、図１を参照すると、前記装置は、この種の作業に用いられる、池の水１の上表面
に浮かせた浮動箱２内に投光器９を配設して構成されている。浮動箱２は、図１の上側部
分では延ばした位置にあり図１の下側部分では前方から衝撃を受けて折り畳んだ位置にあ
る、関節付きのアーム３により適所に維持されている。前記アーム３は、池の縁５に、固
定された垂直軸線４又はロッド４を中心に旋回する第一の端部３Ａを介して、取り付けら
れている。従って、第二の端部３Ｂを介してアーム３に固定された浮動箱２内の投光器は
、垂直軸線４を中心に、関節付きアーム３に対応する半径上で、任意の位置をとることが
できる。該装置は、関節付きアーム３と浮動箱２の角位置を形成するための操作ハンドル
７により、方向決め可能である。係止ナット８は、前記角位置を係止するための装置を表
す。
【０００４】
かくして、池の縁に３台の照明装置を互いに１２０°ずつ離間させて設けることにより、
前述した装填及び取り出し作業を行うための優れた照明装置が得られる。
浮動箱２を池の水１の表面上に維持するために、第一のアーム端部３Ａは、垂直柱１９に
摺動可能に取り付けられている。該垂直柱１９自体は、ロッド４を中心に回動自在に取り
付けられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、アーム３と垂直柱１９は、回転については互いに一体的である。投光器を
角位置に固定した場合、各投光器は、池内を移動する別の装置の通過の障害になり、或い
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は、横方向の衝撃に晒されることもある。いずれの場合でも、所与の角位置に固定された
装置は、通常部分的な劣化を生じる程の衝撃を受ける傾向にあり、一般的には池内の障害
物を構成する。
本発明の目的は、別種の照明装置を提供することにより、上述した課題を解決することに
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は、放射性材料を含む池に設ける方向決め可能な照明装置であって、池の縁を構成
する辺の一つに固定され得る固定支持体と、光透過性の基底部を有する流体密の浮動箱と
、該基底部を通して光線を照射するために前記浮動箱内に配設する投光器と、その第一の
端部が垂直柱を中心に旋回可能に取り付けられると共に垂直柱に沿って垂直方向に移動可
能に取り付けられる一方その第二の端部が浮動箱に固定された浮動アームと、を有する照
明装置に関する。
【０００７】
本発明によれば、前記アーム、浮動箱及び投光器により構成された組立体が角平衡位置か
ら旋回移動したとき、該組立体を該平衡位置に復帰させるための復帰手段が使用される。
好ましくは、前記復帰手段は、旋回ロッドの周りに配設した捩じりばねから成り、該捩じ
りばねは、垂直な回転軸線を中心にアームを回転させるように、第一の端部を介して方向
決め可能な支持体に固定されると共に、第二の端部を介して浮動アームに接続固定される
。
この場合、旋回ロッドを中心に旋回する方向決め可能な支持体は、旋回ロッドに対して角
位置を係止するための手段を有することが好ましい。
【０００８】
前記係止手段は、方向決め可能な支持体に設けた湾曲した溝と、前記旋回ロッドに対して
位置が固定されて該溝を垂直に貫通するねじ山付きロッドと、前記方向決め可能な支持体
とアーム、浮動箱及び投光器から成る組立体とを旋回ロッドに対して所与の角位置に係止
するために前記ねじ山付きロッドに螺合される係止ナットと、から構成することができる
。
【０００９】
【実施例】
以下、本発明を、添付図面を参照しつつ、非限定的な実施例に基づいて、より詳細に説明
する。
図２を参照すると、その縁５により画定されて中央に原子炉１０が位置する池が平面図で
示されている。縁５を構成する辺のうち３つには、本発明に係る３台の照射装置が固定さ
れている。浮動箱２内に設置した投光器は、原子炉１０の周囲に互いに約１２０°ずつ離
間するように位置決めされている。かくして、原子炉の周囲全体を、十分な色の濃さで照
明することができる。
【００１０】
図２において、二方向矢印は、それぞれの旋回ロッド４を中心としたアーム３、浮動箱２
、及び投光器９の旋回動作を表している。アーム３を原子炉１０の外表面に垂直に位置決
めすると浮動箱２は原子炉１０の外表面に対して接線方向に移動するので、アーム３、浮
動箱２及び投光器９により構成される組立体は、池内に位置決めして水面位置間を移動さ
すべき障害物を形成する。図２に模式的に示した偏位は、比較的論理上妥当な体積を有す
る物体が通過できるように、これらの組立体を揺動退避させ得ることを示している。これ
により、当該物体は、原子炉１０の周りを移動することができる。更に、種々の操作の間
に任意のロボットや装置がこれらの組立体の一つに衝突した場合でも、組立体の揺動退避
自在性により、衝撃を相当軽減させ得る。
【００１１】
しかしながら、特に投光器９を支持する前記組立体は、移動した直後に、当初の位置に復
帰しなければならない。このため、本発明は、アーム３、及び投光器９を支持する浮動箱
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２により構成される各組立体を当初の位置に復帰させるための、復帰手段を有する。この
場合、各アーム３は、原子炉１０の外表面に略直角を成す。
【００１２】
以下、図３及び図４を参照して、前記復帰手段の好ましい実施例を示す。先ず最初に、各
アームを所望の位置に位置決めすることが必要である。図１及び図２のアーム３は、旋回
ロッド４を中心に旋回自在に取り付けられた垂直柱１９として表されている。従って、ア
ーム３の方位は、図４では回転軸線４を中心とした垂直柱１９の方位として新たに表され
ている。
【００１３】
このため、特に、垂直な回転軸線４を中心とした回転に対して、垂直柱１９と一体の方向
決め可能な支持体６を使用している。即ち、該方向決め可能な支持体６を旋回ロッド１１
に取り付け、該旋回ロッド１１其自体を、固定構造１４を介して池の縁５に固定した支持
部１３と一体構造にしている。かくして、垂直柱１９、支持板１２、旋回ロッド１１、及
び方向決め可能な支持体６により構成した組立体を、回転軸線４を中心に旋回可能に取り
付けている。この旋回動作は、操作ハンドル７を用いて行うことができる。
【００１４】
特に図４を参照すると、装置は、回転軸線４を中心としたある角位置にアームを係止する
ための手段を更に備えている。このため、方向決め可能な支持体６に湾曲した溝１５を設
け、その曲率半径の中心を回転軸線４としている。これに対応して、固定構造１４上には
、ねじ山付きロッド１６を配設し、溝１５内に突出させている。これにより、前記ねじ山
付きロッド１６に螺合された係止ナット８を用いて、方向決め可能な支持体６の回転、更
には旋回組立体、従ってアームと投光器の回転を停止させることができる。
【００１５】
回転軸線４を中心としたある角位置に該組立体を復帰させるための手段は、旋回ロッド１
１の周りに配設した捩じりばね１７から主として構成される。第一のばね端部１７Ａは旋
回組立体の一部即ち方向決め可能な支持体６に固定され、第二のばね端部１７Ｂは支持板
１２に固定されている。かくして、浮動箱、アーム、垂直柱１９及び支持板１２により構
成された組立体が衝撃或いは任意の横方向応力の結果最初に選んだ角位置から移動すると
、該捩じりばね１７は、方向決め可能な支持体６の角位置がナット８により一定に係止さ
れているため、前記組立体を前記所与の角位置に復帰させる。
なお、方向決め可能な支持体６と支持板１２との間の、一体化されてはいないがばねによ
り接続されている接続手段は、補正する必要がある。旋回ロッド１１は、支持部１３に固
定している。
【００１６】
【発明の効果】
かくして、任意の物体により引き起こされる横方向の衝撃に続くアーム、浮動箱及び投光
器の任意の揺動退避に続いて、照射組立体は、応力を生じることなく、原子炉内でその仕
事を実行するために最適な、当初の所与の角位置に復帰することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】池内に設置した本発明に係る照明装置の正面図。
【図２】本発明に係る３台の照明装置を設置した池の平面図。
【図３】本発明に係る装置の要部側面図。
【図４】本発明に係る装置の要部平面図。
【符号の説明】
２　浮動箱
３　アーム
４　回転軸線
９　投光器
１１　旋回ロッド
１７　ばね

10

20

30

40

50

(4) JP 3902247 B2 2007.4.4



１９　垂直柱

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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